
 
 
 
 
 

■ 『平成２１年度 学生生活実態調査報告書』 ■ 

関大生 授業出席率が９割を超える 
～ 授業への理解度、学生生活の充実度も向上の傾向 ～ 

 
 
関西大学では、平成２１年１０月から１１月にかけて、在学生６，０００人を対象にした「平成

２１年度学生生活実態調査」（回収数：１，９２６ 回収率：３２．１％）を、下記のとおり実施

しました。 
 
本調査は、本学学生の生活実態を把握することを目的に、昭和３０年度より実施しているもので、

平成２１年度は、教育に対する意識、学校での過ごし方、満足度・不安や悩み、課外活動、旅行・

留学、アルバイト・経済状況、ボランティア活動などさまざまな項目について調査を行いました。 
 
今回の調査では、授業出席率が９割を超えるとともに、理解度が向上しているという興味深い結

果が見られました。その他、今回と過去の調査を比較し、特徴的な結果について、次ページで詳し

く紹介いたします。 

 
記 

 
１ 調査期間  平成２１年１０月９日 ～ １１月１０日 
２ 調査方法  学内ポータルサイトでのアンケート方式 
３ 調査対象  学部学生から６，０００人を無作為抽出 
４ 調査項目  (１) 基本項目           (７) 病気やケガ 
        (２) 満足度・不安や悩み      (８) 体育会 
        (３) 課外活動           (９) マナーについて 
        (４) 正課外講座（ダブルスクール） (10) ボランティア活動 
        (５) 旅行・留学          (11) 大学への意見・要望（自由記述） 
        (６) アルバイト・経済状況  
５ 回 収 率  ３２．１％ ＜１，９２６人（うち女子８８７人）／６，０００人＞ 
 

以 上  
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■ 特徴的な調査結果 
＜授業への出席状況・理解度＞ Ｐ１４、１５ 

授業への出席状況について、今回調査では７６．３％の学生が「ほとんど出席している」と回答し、

平成１５年度（５２．９％）と比べ、２３．４ポイントの大幅増となりました。「４分の３程度出席し

ている」（１６．７％）と合わせると９割を超え、出席率の高さがうかがえる結果となりました。 
また、授業に関する理解度についても、「ほとんどの科目について理解できる」（２５．２％）と「４

分の３程度の科目について理解できる」（４２．７％）を合わせると６７．９％となり、平成１５年度

と比べ１３．４ポイント増加しました。 
 
＜学生生活における不安や悩み・充実度＞ Ｐ２０－２２ 

 学生生活における悩みや不安は？という設問に対し、「就職や将来の進路」（８５．８%）に続き「学
業」（６０．９％）「性格や能力」（５９．７％）が目立つ結果となりました。 
一方で、「経済的問題」と「友人等との対人関係」が、平成１５年度より８ポイント増加し、現在の

日本社会が抱えている問題を反映しているかのような結果も現れました。 
また、学生生活は充実していますかという設問に対しては、３人に２人（６６．８%）が充実してい
ると回答し、平成１５年度と比較して約１０ポイントの増加となりました。 

 
＜クラブ・サークル活動＞ Ｐ２３－２９ 

 クラブ・サークルへの参加状況をみると、今回の調査では６２．０％と、平成１５年度調査と比べ、

１４．６ポイント増加しました。また、「以前は所属していたが途中でやめた」学生が１４．７％と、

平成１５年度調査から５．４ポイント低下し、クラブ等所属後の定着率も増加しています。 
 
＜海外旅行・留学＞ Ｐ３２、３３ 

 海外旅行の経験がある学生は、平成１１年度と比べて６．１ポイント増加し、４９．５％となりまし

た。ただし、旅行日数は減少しており、短期間（７日以内）の海外旅行が主流傾向にあることがうかが

えます。 
また、留学経験があると答えた学生は１４．４％に達しました。平成４年度（７．１％）、平成１１

年度（１０．６％）調査に比べて着実に増加しており、国際部が協定大学を拡大して留学機会を充実さ

せたことや、各学部もそれぞれ独自の留学プログラムを創設するなど、国際化に関する本学のさまざま

な取り組みの成果と推察されます。また、平成２１年度に開設した外国語学部では、原則として２年次

生全員に１年間の留学を課しており、今後も着実な増加が期待されます。 
 
＜マナー＞ Ｐ４５ 

今回の調査で最もマナーが悪いと回答された項目は「授業中の私語」（７１．５％）であり、平成   

１５年度と比べて２２．９ポイント増え、他の項目と比べて圧倒的に高い結果となりました。授業への

出席率が上昇傾向にある中、真剣に講義を受けている学生が、一部のモラルに欠ける学生の行為を迷惑

と感じる度合いが高まっているものと考えられます。 
その他、「喫煙マナー」や「授業中の携帯電話」「ゴミの捨て方」「食堂でのマナー」等のマナーの悪

さについては減少傾向にあります。この結果は、平成１９年度から実施している、学生のマナーやモラ

ルに対するキャンペーンや啓発活動に積極的に取り組んでいる成果と推察されます。 
 
＜ボランティア活動＞ Ｐ４６、４７ 

 学外での活動に関する調査では、１３．２％の学生が「ボランティアに参加したことがある」と回答

し、平成１９年度調査（１２．２％）に比べ微増となりました。 
さらに、ボランティアに対するイメージを聞いたところ、「社会貢献」（７８．７％）、「人のため」   

（６５．６％）、「優しさ」（４３．１％）など、自分以外の誰かのために奉仕することに対し、ポジティ

ブなイメージとして捉える学生が非常に多い結果となりました。 
 
※ 詳しい調査内容につきましては、『平成２１年度 学生生活実態調査報告書』をご覧ください。 


